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山梨県衛生環境研究所 



は じ め に 

 

山梨県衛生環境研究所は、県民の生命と健康を守るため、科学的・技術的中核機関とし

て、感染症や食中毒の原因究明やまん延防止、食品及び医薬品の安全性の確保、更には大

気、水質及び土壌の汚染防止等の環境保全に関わる試験検査、調査研究に取り組んでおり

ます。 

平成27年度には、ブラジル及びコロンビアを含む南アメリカ大陸でジカウイルス感染症

の流行が急速に拡大し、多数の患者が報告されました。特に、平成28年8～9 月にはブラジ

ルのリオデジャネイロでオリンピックとパラリンピックが開催され、多くの人の渡航が予

測されることからその感染拡大が危惧されています。平成26年に国内発生したデング熱と

相まって、蚊媒介感染症の対策・対応が課題となっています。 

このように世界のグローバル化が進む中、感染症や食中毒の対応をはじめ、食品や飲料

水の安全確保、微小粒子状物質（PM2.5）や放射能測定など様々な課題において、県民の生命

と健康を守るため保健所、医療機関、環境事務所などの関係機関と連携し、情報共有を図

りながら迅速な対応に努めてきました。 

また、平成27年度の大きな出来事として大村智先生のノーベル医学・生理学賞の受賞が

ありました。山梨県出身者のノーベル賞受賞は初の快挙であり、当所の職員を含め県民に

とって大きな喜びと誇りとなるもので、本県の未来を担う子供たちにとって夢と希望と勇

気をもたらすものとなりました。 

今後も引き続き、県民生活の安全・安心を支える試験研究機関の中枢として、健康危機、

環境問題に迅速かつ的確に対応できますよう、日々の試験検査、調査研究、人材育成、試

験検査技術の向上、危機管理体制の強化、関係機関との連携強化、県民に対する情報発信

などの機能強化に努めて参りますので、 なお一層のご支援をよろしくお願いいたします。 

ここに、平成27年度の調査・研究の成果を「山梨県衛生環境研究所年報第59号」として

とりまとめました。 

どうぞ、ご高覧の上、率直なご意見・ご指導をいただければ幸いです。 

 

平成２８年８月              山梨県衛生環境研究所 

所長  浅 川 洋 美 
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